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2026年度 年次大会 報告及び議案事項 

 

報告及び議案事項１   

2025年度事業報告及び収支決算並びに監査報告について  

報告及び議案事項２  

2026年度事業計画及び収支予算について  

 

 

 

以上の議案を提出します。 

 

 

 

2026 年 7 月 4 日 

 
 

公益社団法人日本技術士会東北本部 岩手県支部 

支 部 長    菅 原 常 彦 
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 報告及び議案事項１  

2025 年度岩手県支部事業報告書 

〔2025 年 4月 1日～2026 年 3月 31 日〕 

 

 2025 年度の活動概要 

2025 年度は、2 つの研究会が休会等により減少することとなりましたが、会員の皆様

の創意工夫とご協力により従来と変わらぬ活発な支部活動を行うことができました。 

活動の概要を、以下に報告します。 

1．年次大会 

2025 年 7 月 5 日（土）に支部会員 41 名の本人出席により開催し、議案事項は事務局

提案のとおり承認されました。大会後には恒例の記念講演を開催しました。 

2．役員会 

前年度と同様に隔月で計 6回開催し、また、2025 年度年次大会により設立が承認され

た「産学官と技術士との合同セミナー」実行委員会を同時開催し、役員会と実行委員

会が一体となり活動を進めてきました。 

3．講演会 

講演会は、年次大会時のほか、秋季、新春の計 3回開催しました。また、2023 年度か

ら実施しているユーチューブ視聴も継続し実施しました。さらに秋季と新春講演会で

は、技術委員会による倫理研修会を併せて開催し、会員の技術力向上と技術者倫理向

上に努めました。 

4．研究会活動 

支部に 9ある研究会のうち 7の研究会が現場研修やオンラインでの勉強会などを開催

しました。各研究会がそれぞれに工夫しながら、積極的な活動が展開されました。 

5．いわてまるごと科学・情報館 

毎年恒例となっていた岩手県主催の「いわてまるごと科学・情報館」が再開 4 年目の

開催となり、支部活動のパネル展示および協賛企業による展示・体験コーナーへの出

展を行いました。 

6．「産学官と技術士との合同セミナー」実行委員会 

2026 年 11 月 27 日（金）開催の「産学官と技術士との合同セミナー」の実行委員会を

毎月開催し、準備を進めました。 

会員の皆様によりますこれらの活動によって、社会・地域へのより一層の貢献など支部

の活動理念を実践することができた 1年でした。 
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Ⅰ. 一般事業 

１. 委員会・研究会活動 

１－１ 委員会活動 

(1) 役員会の開催（役員会）→詳細は P.10｢2.役員会｣にて記述 

岩手県支部の規則に則り年間 6 回の役員会を計画し、支部活動に関する協議を開

催した｡ 

(2) 年次大会の開催（総務委員会） 

岩手県支部の 2024 年度活動、決算報告、2025 年度の活動、予算計画の報告を行っ

た。（2025 年 7月 5日） 

(3) 技術士名簿の発行（総務委員会） 

前年度と同様に Excel データによる岩手県支部及びいわて技術フォーラムの技術

士名簿を作成し、会員に配布した。（2025 年 6 月） 

(4) 広報活動（広報委員会） 

① 東北本部「ガイアパラダイム」への寄稿を行った。 

第 81号（2025.07）： 

 岩手県支部 2024 年度後期活動報告        （利部  哲 氏） 

第 82 号（2026.01）： 

  「大船渡市大規模林野火災に携わって 」       （吉田 宏 氏） 

  各県支部長年頭の挨拶 「新年のご挨拶」      （菅原 常彦 氏） 

  岩手県支部 2025 年度前期活動報告        （利部  哲 氏） 
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(5) 講演会開催 （企画委員会）→ 秋季・新春講演会の詳細は別紙「事業報告」にて記述 

 

 2025.7.5 於：プラザおでって 参加人数：40名 (会員限定) 

～シリーズ岩手を知る（第 33回）～ 

「いわては美味しい百貨店～県産品の販売から～」 

 2025.10.4 於：エスポワールいわて 参加人数：38名(内W E B配信視聴5名) 

～シリーズ岩手を知る（第 34回）～ 

「岩手県八幡平市での地熱資源開発を巡る現状等について」 

～JOGMEC による地熱資源開発促進事業の取り組み～ 

 2026.1.24 於：エスポワールいわて 参加人数：53 名(内YouTube 配信視聴6名) 

～シリーズ岩手を知る（第 35回）～ 

「北上川五大ダムと一関遊水地」 
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(6) いわてまるごと科学館への出展の参加 （企画委員会） 

→ 詳細は別紙「活動報告」にて記述 

 2025.11.29 於：いわて県民情報交流センター アイーナ  

全体 840 名 

今年度は協賛団体として昨年度に引き続き (株)タカヤ様と(株)タックエ

ンジニアリング様から出展のご協力をいただきました。 

次のとおりブースを出展しました(写真 1)。 

（１）株式会社タックエンジニアリング様 

・PC を用いた UAV 操縦シミュレーション 

・専用ゴーグルによる UAV 撮影動画の VR 体験他 

（２）株式会社タカヤ様の出展内容 

・重機シミュレーターによる操作体験 

・大型モニターでの現場撮影映像の放映 

今後も引き続き地域に密着した活動を続け、地域経済・産業の発展、 

福祉の増進への寄与を続けていきたいと考えています。 

 

(7) 技術部門別の研究活動全般の統括や技術士倫理に関する活動 （技術委員会） 

→ 詳細は別紙「活動報告」にて記述 

 2025.10.4 於：エスポワールいわて 参加人数：29名 

 講 演  「職場のメンタルヘルスとコミュニケーション」 

 2026.1.24 於：エスポワールいわて参加人数：21 名 

 講 演「公務員・建設業のそれぞれの立場を経験して感じたこと」 

 グループディスカッション 

          「ＤＸとＡＩの現状と課題について」 

(8) 本部との連携による技術部門別の研究に関する活動  

 2025年度 衛生工学・環境・上下水道部会合同見学会  

『再生可能エネルギー有効活用の見学会・岩手を訪ね 2』 

1. 日時 令和 7（2025）年 10 月 16 日（木） 10：00～17：30 

（盛岡駅現地集合・現地解散） 

2. 主催 （公社）日本技術士会東北本部岩手県支部 

（公社）日本技術士会東北本部衛生工学・環境・上下水道部会 

 

  

写真 1：ブース出展の様子 
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１－２  研究会活動 

各研究会等において次の事業が行われた。 

研究会名 事業名 実施月日 実施場所 事業内容，テーマ等 参加人数 

道 路 現場見学会 2025.12.12 
宮古市 
蟇目地区 

宮古盛岡横断道路田鎖蟇目
道路に係る現場研修 

19 名 ※ 

河 川 現場研修会 2025.9.26 
盛岡市 
滝沢市 

‐県内の主な治水対策に関

する現地研修 
・国土交通省：四十四田ダム

（嵩上げ計画） 
・県盛岡広域振興局土木部 
  松川河川改修（ICT 施

工）、木賊川遊水地（自然環

境配慮） 

15 名 

農 業 現地研修会 2025.10.29 
花巻市 
奥州市 

県内の主な農業農村整備事
業等に関する現地研修 

26 名 

森林・水産 

講演会 2025.4.16 
盛岡市 
北ホテル 

「ツキノワグマの生態と被
害防除 -盛岡市のある集落
ぐるみの取り組み-」 
講師：国立大学法人 岩手 
大学 名誉教授 青井俊樹氏 

17 名 

現地研修会 2025.10.10 
釜石市～ 

大船渡市 

釜石市 岩手県水産技術セ
ンター見学 
大船渡市大船渡林野火災 
現場 

17 名 

応用理学 野外見学会 2025.10.8 

久慈市大川

目、侍浜町

野田村野田

玉川ほか 

応用理学に関連する見学会 

三陸北部でのジオポイントの
観察（久慈市大川目モリブデン鉱
床、洋野町侍浜海水プール、久慈
赤浜展望台マイクロナイト、玉川
海岸久慈層群（琥珀）） 
 講師：越谷 信氏 

21 名 

鋼構造 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 
現場研修会 2025.12.12 

八幡平市 
佐比内地内 

・補修・補強現場見学 
・新設橋梁現場見学 

19 名 ※ 

建設 ICT 生

産システム 
AI 利用研修会 2026.3.2 

盛岡市 
エスポワール
いわて 

AI の効果的な活用と発展
可能性 19 名 ※ 

 ※ 道路、鋼構造・コンクリート研究会の 2 部会による合同研修会の延べ人数 
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２. 広報及び普及啓発事業 

広く社会に技術士制度の普及啓発を図るとともに、技術士活用の促進，CPD 実施の促進

及び支援のための情報提供など、技術士活動の活性化を図るための、以下の事業を行っ

た。 

(1) 広報 

① ホームページ，Eメールを活用した会員への情報提供，一般社会への PR 

② 会員名簿の作成，配布 

③ 東北支部「ガイアパラダイム」、公益社団法人日本技術士会「技術士」への寄稿 

(2) 普及啓発 

① 会員及び協賛企業及び団体の拡大に向けた活動 

 

３. 技術士の資質の維持・向上のためのＣＰＤ活動 

技術士の資質の維持・向上を目的として、技術講演会ならびに研究会活動など、CPD 

活動を行った。 

(1) 研修会の開催 

下記の通り技術委員会による前年度から始めた倫理研修会において会員への参加

を呼びかけ、研修会を開催した。 

 

① 2025.10. 4 「職場のメンタルヘルスとコミュニケーション」 

② 2026. 1.24 「技術士倫理綱領を踏まえたこれからの技術士のあり方について」 

(2) 研究会活動 

 会員へ参加を呼びかけ「1. 委員会・研究会活動」に示すとおり開催した。 

４. 社会貢献活動 

(1) 講演会の開催 

下記の講演会において市民へ参加を呼びかけ、Web 配信も行いながら多くの方々

に参加いただけるように開催を行った。 

 

① 2025.10. 4 「岩手県八幡平市での地熱資源開発を巡る現状等について」 

 ～JOGMEC による地熱資源開発促進事業の取り組み～ 

② 2026. 1.24 「北上川五大ダムと一関遊水地」について 
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(2) いわてまるごと科学館への出展（於：いわて県民情報交流センターアイーナ） 

 

・PCを用いた UAV 操縦シミュレーション 

・専用ゴーグルによる UAV 撮影動画の VR 体験他 

・重機シミュレーターによる操作体験 

・大型モニターでの現場撮影映像の放映 

支部から 2名参加 

 

５. 東北本部活動への参加 

東北本部との連携によって、本会の円滑な運営を図るために、以下の活動に参加した。 

(1) 役員会への参加(Web&対面) 

(2) 東北本部機関誌「ガイアパラダイム」への寄稿 

 

 

６. 「第 52 回地域産学官と技術士との合同セミナー」実行委員会の開催 

  2026 年 11 月開催のセミナーに向けた実行委員会の設立と実行委員会の開催を行

った 

(1) 実行委員会の設立 

2025 年 7 月 5 日年次大会で実行委員会の設立が承認された 

(2) 実行委員会の開催（役員会）→詳細は P.10｢2.役員会｣にて記述 

実行委員会の決定に基づき月 1回の実行委員会を計画し、セミナー開催に関する 

協議を行った｡ 

 

 

協賛団体である 

㈱タックエンジニアリング様, 

㈱タカヤ様によるブース出展 
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II. 会議の記録 

１. 合同年次大会 

公益社団法人日本技術士会東北本部岩手県支部 2025 年度年次大会 

概  要 ： 報告及び議案事項 1  2024 年度事業報告及び収支決算並びに監査報告について 

     報告及び議案事項 2  岩手県支部長及び役員について 

     報告及び議案事項 3  2025 年度事業計画及び収支予算について 

報告及び議案事項 4  「第 52 回地域産学官と技術士との合同セミナー」 

実行委員会設立 

について 

議案事項 1～4ともに承認される。 

 

その他意見等； なし 
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２. 役員会 

開催日 役員会 主要議題 

2025.6.2 第 1 回役員会 

・ 2025 年度第 1 回東北本部役員会報告 

・ 技術フォーラム代表幹事選挙状況について 

・ いわてまるごと科学館について 

・ 新役員体制について 

・ 2026 年度岩手県支部開催「地域産学官と技術士合同 

セミナー」について 

・ 合同年次大会の議案承認 

・ 合同年次大会懇親会について 

・ 各研究会の活動報告、ならびに活動予定 

2025.8.4 第 2 回役員会 

・ 2025 年度第 2 回東北本部役員会・試験担当者会議 

および年次大会報告 

・ 秋季講演会について 

・ 第 2 回倫理研修会について 

・ いわてまるごと科学館について 

・ 今後の役員会の開催方法について 

・ 各研究会の活動報告、ならびに活動予定 

2025.9.26 第 3 回役員会 

・ 2025 年度第 3 回東北本部総務委員会報告 

・ いわてまるごと科学・情報館について 

・ 秋季講演会及び新春講演会について 

・ 第 2 回倫理研修会について 

・ 第 3 回倫理研修会について 

・ 岩手県支部特別顧問及び参与の設置について 

・ 各研究会の活動報告、活動予定について 

2025.11.28 第 4 回役員会 

・ 2025 年度第 3 回東北本部役員会報告 

・ いわてまるごと科学・情報館開催報告 

・ 新春講演会について 

・ 第 3 回倫理研修会について 

・ 会長表彰推薦について 

・ 研究会の活動報告、ならびに活動予定 

2026.2.2 第 5 回役員会 

・ 2025 年度新春講演会開催報告について 

・ 2025 年度第 4 回東北本部役員会報告 

・ 2026 年度岩手県支部事業計画および予算案について 

・ 2026 年度事業スケジュールについて 

・ 各研究会の活動報告、活動予定について 

2026.3.27 第 6 回役員会 

・ 2026 年度合同年次大会(7/4)に向けた準備について 

・ 2026 年度東北本部長表彰等候補者の推薦について 

・ 来年度の事業計画について 

・ 各研究会の活動報告、活動予定について 

・ 来年度の役員会開催方式について 

 



 - 11 -

３. 合同セミナー実行委員会 

開催日 実行委員会 主要議題 

2025.8.4 第 1 回実行委員会 

・ 実行委員会組織について 

・ 当面のスケジュールについて 

・ テーマについて 

2025.8.29 第 2 回実行委員会 

・ 「地域産学官と技術士との合同セミナー」の概要について 

・ 今後の実行委員会の運営等について 

・ 場所、開催日について 

・ テーマについて 

・ その他 

2025.9.26 第 3 回実行委員会 

・ テーマについて 

・ 実行予算案について 

・ これからの工程について 

・ その他 

2025.10.31 第 4 回実行委員会 

・ テーマ、講演会内容等について 

・ 今後の工程について 

・ その他 

2025.11.28 第 5 回実行委員会 

・ テーマ、講演会内容等について 

・ 今後の工程について 

・ その他 

2025.12.19 第 6 回実行委員会 

・ 講演者の対応について 

・ テーマ、等について 

・ その他 

2026.2.2 第 7 回実行委員会 

・ 講演者依頼状況について 

・ テーマ、等について 

・ 協賛募集について 

・ これからの工程について 

・ その他 

2026.2.27 第 8 回実行委員会 

・ 講演題目の講演者からの確認状況について 

・ 各委員会のスケジュールについて 

・ 協賛企業への対応について 

・ その他 

2026.3.27 第 9 回実行委員会 

・ セミナーに係る知事、県幹部職員との調整について 

・ 各委員会のスケジュールおよび予算について 

・ 協賛企業等への対応状況について 

・ 講演題目の講演者からの確認状況について 

・ その他 

2026.4.30 第 10 回実行委員会 

・ 後援団体・講演者への対応等について 

・ 今後のスケジュール管理等について 

・ Web 配信方法について 

・ セミナー関連経費の管理等について 

・ その他 

2026.5.29 第 11 回実行委員会 

・ 後援団体・講演者への対応等について 

・ 今後のスケジュール管理等について 

・ Web 配信方法について 

・ 協賛企業の取扱い等について 

・ その他 
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III. 会員の動向 

１. 岩手県支部 

令和 8年 5月時点の会員の動向及び構成は以下の通りである。 

【会    員】127 名（実数）：前年度会員数 124 名 

【準 会 員】  9 名（実数）：前年度会員数 9名 

【賛助会員】  8 社：前年度会員数 8社 

下のグラフに示された各部門の人数は複数部門をカウントした数値になっているので実数と整合しない 
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  報告及び議案事項 2  

2026 年度岩手県支部事業計画書 

〔2026 年 4 月１日～2027 年 3 月 31 日〕 

 

 活動理念 

■自らの資質を向上させるよう、社会の変化と今後の動向を的確にとらえ技術の研鑽に継

続して取り組む。 
■岩手県支部の総合力を向上させるよう組織強化を図るとともに、支部活動を通じて 
 会員相互の連携を強化する。 

■社会・地域により一層の貢献ができるよう、公益的な活動や他機関との協働を進める。 

■技術士活動の継続的な発展が図られるよう、あらゆる場で若い技術者の育成を心がける。 

 2026 年度の活動にあたって 

東日本大震災は、15 年が経過した今でも、さほど遠くはない過去の事象として我々の

脳裏にしっかりと刻まれています。また、近年は、地震や津波、豪雨に加え、山林火災と

いった多様な自然災害が頻発しており、都会と地方それぞれの環境に応じて、的確に対

応できる体制の構築がより重要となっています 
 
   このような中、11 月には本県において「地域産学官と技術士との合同セミナー」が開

催されます。今回のセミナーでは、“イーハトーヴいわてから「地方のまちづくり」を考

える”をテーマとし、豊かな自然と独自の文化を有し、度重なる災害から復興を遂げて

きた岩手において、地域資源を活かしながら「人口減少時代に適応したまちづくり」を

考えることとしています。まずは、当セミナーの成功に向け、会員が一体となった準備

を進めていきます。 
 
   また、一般の方々には未だなじみが薄い技術士制度について、産学官のみならず、そ

の枠組を超えた様々な活動を通じて当制度を積極的にＰＲするとともに、新たな技術士

の育成につながるよう努めていきます。 
  
   継続教育（CPD）により研鑽を重ねることは、我々技術士としての責務です。一昨年

以来定着した倫理研修を継続するほか、日進月歩の勢いで進化するビッグデータ、ＡＩ

や IoT を始めとするデジタル情報技術やその他の研修内容についても検討を進めるとと

もに、CPD 登録会員の増加を図っていきます。 
 

 以上の方針により、引き続き社会・地域から頼りにされる技術士会岩手県支部を目指

した活動を展開してまいります。 
 

今年度は、全国規模のセミナーのほか、技術士第一次試験会場として初めて本県が選

定されるなど、例年以上に多忙な対応が想定されますので、改めて会員の皆様のご理解
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とご協力をお願い申し上げます。 

I. 一般事業 

１. 委員会活動 

主体 事業計画 概  要 実施予定 

役員会 役員会 
岩手県支部の規則に則り年間 6 回を計画

し、支部活動に関する協議を行なう 
隔月 

総務委員会 

2026 年度次大会 2025年度活動報告及び2026年度事業計画 2026.7.4 

技術士名簿作成 
岩手県支部及びいわて技術フォーラム 
会員技術士の名簿作成 

2026.6 

企画委員会 

 

いわてまるごと 

科学館への出展 

岩手県政策地域部の主催による、小中学

生を対象とした、広く科学技術について

の教育啓蒙活動への参加。当支部もその

協賛支援団体で参画。 

2026. 11.28 

2027 新春講演会 ～シリーズ岩手を知る第 36 回～ 2027.1.23 

広報委員会 

 

HP 運用 会員及び一般向けの情報掲載 随 時 

ガイアパラダイム

への寄稿 

各県支部長年頭の挨拶 

岩手県支部活動報告等(2回/年) 

東北本部 

依 頼 時 

いわてまるごと科学館

への出展 

岩手県政策地域部の主催による、小中学

生を対象とした、広く科学技術について

の教育啓蒙活動への参加。当支部もその

協賛支援団体で参画。 

2025.11.28 

技術委員会 第 4 回倫理研修 
「技術士倫理綱領」の各条項を踏まえた

テーマを設定 
2027.1.23 
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２. 研究会等活動 

研究会名 事業計画 概  要 実施予定 

道 路 現場研修会 
一般国道 281 号 
（仮称）下平トンネル築造工事 

2026.10~12 

河 川 現場研修会 

国土交通省 成瀬ダム建設事業 
テーマ：CIM、国内最大級 CSG ダム

（Cemented Sand and Gravel=現地発

生材にセメントと水を混合してつくる） 

2026.9 

都 市 
現地視察・ 

意見交換会 
現在実施している都市計画事業の現地 
視察と意見交換会を実施 

2026.8 

農 業 現地研修会 
県内の主な農業農村整備事業等に関する

現地研修 
2026.10 下旬 

機械電気 検討中   

森林・水産 

講演会 

「大船渡市大規模林野火災にて被災した

スギ被害木の強度調査等について」 
講師：岩手県林業技術センター 

     首席専門研究員 谷内博規氏 

2026.4 

現地研修会 

① バイオマス発電施設、バイオマス 
燃料製造施設見学 

②林業機械製造工場見学 

2025.10 

応用理学 

野外見学会 

応用理学に関連する見学会 

（技術士を目指す若手技術者～若手技 

術士、ベテラン技術士までを対象に、 

応用理学の見学と併せ世代間コミュニ 

ケーションの活性化を図る場とするこ 

とを目的に開催する。講師：越谷 信 氏 

2025.10 

親睦会 
盛岡市 
研究会員の親睦、意見交換の場として 

2025.6 

鋼構造及び 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 

現場研修会 
現場研修：（一般国道 281 号（仮称）下
平トンネル築造工事） 

2025.10~12 

建設 ICT 生産
システム 

３次元モデル 

利用研修 
3 次元モデルの新たな表現方法 2026.10 

※道路研究会、鋼構造及びコンクリート研究会は、共同開催 
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３. 社会貢献活動 

(1) 講演会などの開催 

岩手県の震災復興、地域の活性化に向けた取り組みについて情報発信を行う。 

(2) いわてまるごと科学館への参加 

例年通りの対面方式を予定している。 

 主催：岩手県（いわてまるごと科学館実行委員会） 

 開催目的：将来を担う子供たちに先端科学にふれる機会を提供する県民参加型科

学技術の普及活動 

 日時：2026 年 11 月 28 日（土） 

 場所：アイーナ（盛岡市盛岡駅西通１丁目 7-1） 

 当支部・フォーラムの参加：体験・展示コーナーへの出典を予定 

４. 特定案件委員会活動 

 

 

 

 

 

 

５. その他 

岩手県内在住の技術士が参加できる事業を展開し、併せて日本技術士会未加入の技術

士に対する加入促進を図る。  

主体 事業計画 概  要 実施予定 

合同セミナー 

実行委員会 
合同セミナー 

実行委員会の計画に基づき、毎月 1回

実行委員会を開催し、セミナー開催に

向けた協議・調整を行う。 

毎月 
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東北本部 + 岩手県支部 一般会計収支予算書（案） 

（2025 年 4 月 1日から 2026 年 3月 31 日まで） 

 

 

 

    

（単位：千円）

Ⅰ 事業活動収支の部

　１ 事業活動収入

    (1)入会金収入 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

    　①会員入会金収入 0 0 0 0 0

      ②賛助会員入会金収入 0 0 0 0 0

    (2)会費収入 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

      ①会員会費収入 0 0 0 0 0

      ②準会員会費収入 0 0 0 0 0

      ③賛助員会費収入 0 0 0 0 0

　　(3) 事業収入 〔 0 〕 〔 2,740 〕 〔 △ 2,740 〕 〔 0 〕 〔 180 〕 〔 △ 180 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

      ①広告料収入 0 1,600 △ 1,600 0 0

      ②参加費収入 0 1,010 △ 1,010 150 △ 150 0

      ③各種資料等頒布収入 0 130 △ 130 30 △ 30 0

      ④外部依頼管理収入 0 0 0 0 0

      ⑤ＣＰＤ事業収入 0 0 0 0 0

      ⑥APEC審査登録手数料収入 0 0 0 0 0

      ⑦IPEA審査登録手数料収入 0 0 0 0 0

      ⑧技術士全国大会収入 0 0 0 0 0

      ⑨日韓技術士会議収入 0 0 0 0 0

      ⑩受託事業収入 0 0 0 0 0

　  (4) 雑収入 〔 130 〕 〔 4,536 〕 〔 △ 4,406 〕 〔 0 〕 〔 3,320 〕 〔 △ 3,320 〕 〔 130 〕 〔 130 〕 〔 0 〕

   　 ①受取利息収入 0 12 △ 12 0 0

   　 ②有価証券運用収入 0 0 0 0 0

   　 ③雑 収 入 50 94 △ 44 0 50 50 0

   　 ④協賛金収入 80 4,430 △ 4,350 3,320 △ 3,320 80 80 0

   　 ⑤寄付金収入 0 0 0 0 0

　  (5) 地域組織活動費収入 〔 7,687 〕 〔 7,584 〕 〔 103 〕 〔 7,687 〕 〔 7,584 〕 〔 103 〕 〔 411 〕 〔 411 〕 〔 0 〕

　  (6) 地域組織活動補助費収入 〔 6,490 〕 〔 5,160 〕 〔 1,330 〕 〔 4,290 〕 〔 3,880 〕 〔 410 〕 〔 1,160 〕 〔 260 〕 〔 900 〕

      ①講演会・見学会開催補助費収入 2,190 2,160 30 890 880 10 260 260 0

      ②全国大会補助費収入 0 0 0 0 0

      ③日韓技術士会議補助費収入 0 0 0 0 0

      ④合同セミナー開催補助費収入 1,300 0 1,300 400 400 900 900

      ⑤地域交流促進補助費収入 0 0 0 0 0

      ⑥その他補助費収入 3,000 3,000 0 3,000 3,000 0 0

　　　　事業活動収入計　　(A) 〔 14,307 〕 〔 20,020 〕 〔 △ 5,713 〕 〔 11,977 〕 〔 14,964 〕 〔 △ 2,987 〕 〔 1,701 〕 〔 801 〕 〔 900 〕

東 北 本 部 ＋ 傘 下 県 支 部   一 般 会 計 収 支 予 算 書

 （2026年4月1日から2027年3月31日まで） 

東北本部
科　　　　　　目 次年度 今年度 増　　　減 補足説明

（増減）（今年度）

岩手

（次年度）（次年度） （今年度） （増減）
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（単位：千円）

　２ 事業活動支出

　　(1) 事業費 〔 1,480 〕 〔 21,211 〕 〔 △ 19,731 〕 〔 0 〕 〔 15,886 〕 〔 △ 15,886 〕 〔 1,480 〕 〔 580 〕 〔 900 〕

    　①事業促進費 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

          対外活動促進費 0 0 0 0 0

          会員拡大促進費 0 0 0 0 0

          基盤情報整備費 0 0 0 0 0

          その他の事業開発費 0 0 0 0 0

      ②報酬調査費 0 0 0 0 0

      ③事業広報費 （ 60 ） （ 3,501 ） （ △ 3,441 ） （ 0 ） （ 1,870 ） （ △ 1,870 ） （ 60 ） （ 60 ） （ 0 ）

　　　　  会誌印刷費 0 2,450 △ 2,450 1,600 △ 1,600 0

　　　　  会誌編集関連費 0 0 0 0 0

　　　　  会誌郵送費 10 290 △ 280 80 △ 80 10 10 0

　　　　  HPｺﾝﾃﾝﾂ作成費 0 0 0 0 0

　　　  　ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ運用費 50 670 △ 620 140 △ 140 50 50 0

　　　 　 その他の広報活動費 0 91 △ 91 50 △ 50 0

      ④普及啓発費 （ 900 ） （ 0 ） （ 900 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 900 ） （ 0 ） （ 900 ）

　　　 　技術士全国大会開催費 0 0 0 0 0

　　　 　全国大会補助費 0 0 0 0 0

　　　　 全国大会広報費 0 0 0 0 0

　　　 　合同ｾﾐﾅｰ開催費 900 0 900 0 900 900

　　　 　地域産業活性化支援費 0 0 0 0 0

　　　 　関係団体会費 0 0 0 0 0

　　  ⑤相互交流費 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

　　　 　企業内技術士活動推進費 0 0 0 0 0

　　　 　地域交流促進費 0 0 0 0 0

      ⑥研　鑚　費 （ 300 ） （ 3,210 ） （ △ 2,910 ） （ 0 ） （ 880 ） （ △ 880 ） （ 300 ） （ 300 ） （ 0 ）

　　　 　講演会・見学会開催費 300 3,210 △ 2,910 880 △ 880 300 300 0

　　　 　技術士研修費 0 0 0 0 0

　　　⑦海外交流費 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

　　　 　国際交流費 0 0 0 0 0

         海外活動支援費 0 0 0 0 0

　　　 　日韓技術士会議開催費 0 0 0 0 0

　　  ⑧修習技術者支援費 0 0 0 0 0

　　  ⑨防災支援活動費 0 0 0 0 0

　 　 ⑩科学技術振興支援費 0 0 0 0 0

　    ⑪青年技術士活動支援費 0 0 0 0 0

　    ⑫各種資料等作成費 0 30 △ 30 30 △ 30 0

　　　⑬CPD事業費 0 0 0 0 0

　　　⑭APEC審査登録事務費 0 0 0 0 0

　　　⑮IPEA審査登録事務費 0 0 0 0 0

　　　⑯受託事業費 0 0 0 0 0

　    ⑰業務推進費 （ 220 ） （ 14,470 ） （ △ 14,250 ） （ 0 ） （ 13,106 ） （ △ 13,106 ） （ 220 ） （ 220 ） （ 0 ）

　　　 　役 員 報 酬 0 0 0 0 0

　　　 　給 与 手 当 0 0 0 0 0

　　　 　法定福利費 0 0 0 0 0

　　　 　賃　　　金 0 3,072 △ 3,072 3,000 △ 3,000 0

　　　 　会　議　費 60 720 △ 660 400 △ 400 60 60 0

　　　 　旅費交通費 50 2,430 △ 2,380 1,900 △ 1,900 50 50 0

　　　 　通信運搬費 0 770 △ 770 400 △ 400 0

　　　 　消 耗 品 費 0 280 △ 280 100 △ 100 0

　　　 　印刷製本費 0 220 △ 220 100 △ 100 0

　　　 　各種会合費 0 670 △ 670 200 △ 200 0

　　　 　光熱水料費 0 190 △ 190 180 △ 180 0

　　　 　事務所賃借料 80 1,900 △ 1,820 1,000 △ 1,000 80 80 0

　　　 　賃　借　料 20 370 △ 350 350 △ 350 20 20 0

　　 　　会員証作成費 0 0 0 0 0

　　 　　地域組織活動費 0 0 0 2,826 △ 2,826 0

　　 　　地域委員会活動費 0 3,010 △ 3,010 2,250 △ 2,250 0

　　　 　雑費その他 10 838 △ 828 400 △ 400 10 10 0

  　(2) 管理費 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

　 　 ①役 員 報 酬 0 0 0 0 0

   　 ②給 与 手 当 0 0 0 0 0

　 　 ③法定福利費 0 0 0 0 0

   　 ④会　議　費 0 0 0 0 0

   　 ⑤旅費交通費 0 0 0 0 0

   　 ⑥通信運搬費 0 0 0 0 0

    　⑦什器備品費 0 0 0 0 0

   　 ⑧消 耗 品 費 0 0 0 0 0

   　 ⑨印刷製本費 0 0 0 0 0

　 　 ⑩各種会合費 0 0 0 0 0

　　  ⑪光熱水料費 0 0 0 0 0

　　  ⑫事務所賃借料 0 0 0 0 0

　　  ⑬賃　借　料 0 0 0 0 0

 　　 ⑭関係団体会費 0 0 0 0 0

　 　 ⑮交　際　費 0 0 0 0 0

　  　⑯租税公課 0 0 0 0 0

　 　 ⑰雑費 0 0 0 0 0

　　　　事業活動支出計　　 (B) 〔 1,480 〕 〔 21,211 〕 〔 △ 19,731 〕 〔 0 〕 〔 15,886 〕 〔 △ 15,886 〕 〔 1,480 〕 〔 580 〕 〔 900 〕

　　　 事業活動収支差額 (A) - (B) 〔 12,827 〕 〔 △ 1,191 〕 〔 14,018 〕 〔 11,977 〕 〔 △ 922 〕 〔 12,899 〕 〔 221 〕 〔 221 〕 〔 0 〕

Ⅱ 投資活動収支の部

　１ 投資活動収入

 　 (1) 特定資産取崩収入 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

      　退職給与引当預金取崩収入 0 0 0 0 0

      　記念事業積立預金取崩収入 0 0 0 0 0 0 0

　 　　　投資活動収入計    (C) 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　２ 投資活動支出 0

　  (1) 特定資産取得支出 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

　 　   退職給与引当預金支出 0 0 0 0 0

　  (2) 固定資産取得支出 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

　　  ①什器備品購入支出 0 0 0 0 0

　　  ②長期未払金返済支出 0 0 0 0 0

　 　　 投資活動支出計     (D) 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

　 　  投資活動収支差額 (C) - (D) 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕

Ⅲ 予備費支出 0 0

　  (1) 予備費支出     　  (E) 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 0 〕 〔 〕 〔 〕 〔 0 〕 〔 〕 〔 〕 〔 0 〕

当期収支差額{ (A)+(C) } - { (B)+(D)+(E) } 〔 12,827 〕 〔 △ 1,191 〕 〔 14,018 〕 〔 11,977 〕 〔 △ 922 〕 〔 12,899 〕 〔 221 〕 〔 221 〕 〔 0 〕

前期繰越収支差額 〔 12,369 〕 〔 13,448 〕 〔 △ 1,079 〕 〔 2,990 〕 〔 3,940 〕 〔 △ 950 〕 〔 966 〕 〔 951 〕 〔 15 〕

次期繰越収支差額 〔 25,196 〕 〔 12,257 〕 〔 12,939 〕 〔 14,967 〕 〔 3,018 〕 〔 11,949 〕 〔 1,187 〕 〔 1,172 〕 〔 15 〕

東 北 本 部 ＋ 傘 下 県 支 部   一 般 会 計 収 支 予 算 書

 （2026年4月1日から2027年3月31日まで） 

東北本部
科　　　　　　目 次年度 今年度 増　　　減 補足説明

（増減）（今年度）

岩手

（次年度）（次年度） （今年度） （増減）
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